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人生 100 年時代の尿道下裂形成術

 WJUA/JSPUコラボ企画：人生 100 年を過ごすための小児泌尿器科疾患診療 
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抄録：
　尿道下裂に対しては，現在，陰茎の屈曲が 30 度以下の症例では陰茎の背側縫縮により，陰茎屈曲を修復し，
尿道板を温存する手術，30 度を超える症例では尿道板を切離する手術が一般的に行われている。尿道下裂
形成術後，生涯にわたって，排尿機能および妊孕性を含む性機能に関する問題，精神的な問題などが生じ
る可能性があり，尿道下裂患者の小児泌尿器科から成人泌尿器科へのトランジションが重要である。
 （西日泌尿．87 : 223-224, 2025）
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　尿道下裂の適切な手術時年齢は 6～ 18（24）カ月と
され，児の記憶に残らない時期に手術を終えるのがよい
と考えられている。
　陰茎の屈曲を認める場合，尿道板を切離する手術（二
期手術，Duckett法など）が行われていたが，1990 年
頃から尿道板を温存する Onlay，TIPなどの手術が行わ
れるようになった。すなわち，陰茎の背側を縫縮して，
陰茎の屈曲を修復し，尿道を形成する手術である。これ
により，尿道板を切離する場合よりも手術操作が単純で，
低侵襲となり，手術時間が短縮された。さらに高度尿道
下裂に対しても，尿道板を温存する TIPが行われたが，
陰茎の屈曲の再発が問題となり，高度尿道下裂に対して
TIPは行われなくなった。現在，陰茎の屈曲が 30 度以
下の症例では陰茎の背側縫縮により，陰茎屈曲を修復し，
尿道板を温存する手術（Tiersch-Duplay 法，TIP，
Mathieu法，MAGPI，Onlay，DIGなど），30 度を超え
る症例では尿道板を切離する手術（二期手術，Duckett
法，Koyanagi 法，Free graftなど）が一般的に行われ
ている。
　尿道下裂形成術後は生涯にわたって，排尿機能および
妊孕性を含む性機能に関する問題，精神的な問題が生じ
る可能性がある。排尿機能に関しては尿道皮膚瘻，尿道
狭窄などの問題があり，合併症が生じた年齢は 21 歳以
上が 40％を占めたという報告がある 1）。停留精巣など
他疾患を合併する尿道下裂群は合併しない尿道下裂単独

群よりも精液所見が良くないとされる 2）。また，二期手
術群は一期的修復術群よりも射精障害が多く，近位部尿
道下裂群は遠位部尿道下裂群よりも勃起障害が多いとす
る報告 3），尿道板切離群・腹側延長群に勃起障害が多い
とする報告もあり，妊孕性を含めた性機能に関しても経
過観察が必要である。また，尿道下裂は精神的な問題と
関連していることが報告されている 4）。中等度・高度尿
道下裂群の陰茎の長さは正常対照群よりも短く，患者の
満足度が低いことが報告されている 5）。
　人生 100 年時代において，小児泌尿器科医が診療に関
わるのは人生の約 1/4 で，残りの人生の約 3/4 は成人泌
尿器科医に診療を委ねることになる。尿道下裂患者の小
児泌尿器科から成人泌尿器科へのトランジションは重大
な問題であると考える。
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WHERE PEOPLE LIVE TO 100 YEARS OLD
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Abstract
　After hypospadias repair, because problems related to urinary function, sexual function, fertility, and 
psychological issues may occur throughout the patient's life, the transition of hypospadias patients from 
pediatric urology to adult urology is significant in an era where people live to 100 years old.
  　(Nishinihon J. Urol. 87 : 223-224, 2025)
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